
ぴ'ぶフお
、1./ψ

,

U 、

ノ .

智

ι

(

、

●●.ーー^.^.●

て力＼

.

1.

/'、, .

卑

田貞夫
文学部教授

^

大学の心臓部

同志社大学図書館報八'0.9. 1971.フ. 1
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図書館の再認識

^ー.^

近代的大学図冉館に堕求される条件は数限りなくあります。新しい有機的械能を発抓するための近代的な1刈吉館の建物

の内題激増する資料・や恬報と帖報提供。サービスの11村題。高度の・油報漆化に貢献するヨD題別スヘシ十りストの錠成問

データー・フロセシングのための図当鯨のオートメ化の11,1]題。新しい幟佛のもとにおける運覚管P!の問麺^など
訂

ι_

枚挙にいとまがありません。まがりかどに住つ大学1叉1当館のはらむ問題の中で,理1"」職としてのライブラリアンのアカデ

ミックな職立や図,牙齢の機械化の問題^すなわち,人と機械の闇題,および資料収架の集中町門化の問題に'、れてみた

いと忠います 1劉占鮮"よ卸「内建込物ではなく,かのランガナターンが,Π測十牛館学の五原則」の最後の章で述べてぃるご

とく,、挟1高館は4リ氏発朕す7 白'機体、であります。この動的有代体には,ボディとブレーンと,その酒・勁源た7」mがな
くてはなりません。

図当創Ⅱ▲の'1,,でも,キξ)L分野の1刈吉の整理や参ぢ業務にたずさわる司禽を,ト題'、リ1川家と呼んでいます。ヨ井麺叫,内該は

πι廸分野の学」,Jをもち,その分野の r功寸よ経験をもっていること力U棚Uされます。上題、,ぶ門家(subject specialist)

は,人りを叔陪・齢活動の血で屯妾な役削をはたすオけですが,竹に1刈占その他の記録資料の選択,目録作業,分類作業,お

よびレフフレンス・サービスに従'11'いたします。上.地,、リ1"1家の獲IJについては,4、¥に胸然科学,技術_rl,医学,法1'1野

などの j野一は,なかなか人をうることが容易でなく,これらの分野をもカバーできる司老を,人文科学系の偲仟1,}'納員の

中から錠成せざるをえないのが現状であります。機械の導入によって図禽鯨は以前に増してより商疫の卞.趣,、見門泳をし、愛

としています。そして'、リ門家として介資桃杵を獲街.するためには,その地位の保証樹題がι然的にa、じてまいります。

火学の教育'米程の改革と允展にともない, R1舎館は新しい師類の資料を収集し,利用者の利用に供するためには,各分

野の,y'リ家を必戈といたします。品帳の洪水の中一,迅述に適耐{な所械のソースを提供する仟務がかせられてぃます。

図'耳館の資科が増人すると"'」耳は'K丑翫染という・祭にとじこもって,利川者から分剛される傾向力阿ホまりひいては

田,吽と利用"の分幼は,ネ1捫]者へのサービスの低下をき九すおそれがN・:じますこれを改等する九めに,ト数仙河から1町
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書館の'仕面'が強調され,図書館建築や組織の而'からいろいろ 1、'.火がこらされ,閲覧室と参者業務部円に,主題専円家を
配置する努力が払われてまいりまし九。ま九分類や目鉄の複雑さも増加してまいりましたし,一方文献の湊求量も兆、増し

まし九。従来の大学図書館では占典や語学の知識があれば,図皇"'り型の大体の仕亊はできたのですが,複雑にして麿大な
t冉報資料のソースを発見し,その貼線経路に通じ,求める竹叛を含んだ一次資料や二次資料を検索する六めには,各上題
の専円家を雇わざるをえなくなってまいりました大学図書館のボ仕剖」にはレフプレンス部門と情報部門に重点がおか
れるべきで,従来のテクニカルサービス偏亟上襲から悦却しなければならないでしょう人学図書館では,インフォメ
シ,ン.デスクがあり,学部学門ιの質ι司に芥えてくれる専門の閲覧係がいますが,ここでいう主題専門家は,閲箆係とし
てではなく,透かに高度の専門職を扣当すべきであります。たとえぱ利用者の要求に応じて,各分野の書誌や抄録を作成,

するでありましょうし,まナこ,このような書誌的サービスの他に利用者の不確実な資料検索知識を補って,書二志的ツール
の利用方法を指導してくれるでありましょうまた,専門分野の資料案内や各主題分野の文献りストの細架,川版の業務
も扣当することになりますしかし,大学挟書館では,学ノ1{のために書誌を作成することは通竹考えられないことで,む
しろ学宅自身が自分の研究のナこめに書誌を作成する点に教育の意綻が認められるのですから,むしろ主題廓川家はその振
導と援助にあ六るべきであります。

ヤ題覗門家は,覗門分野の研究のみに_・巨念する学者や研究者のために,研先分野とそのPd辺の領城の参冴文1楸りストを
継続して作成することが大きな任務のーつであります。専刈的,川練を受けた有能なレフフレンス.ライブラリアンは1町ぎ
館の1友晝に関するかぎり,どの教授よりもよりょく知っていますから,学川{や教授の叉ける恩恵は測りしれないものがあ
ります。ある特定の問題にっいてどんな資料があり,どこを捺したらよいか,どの本から航みはじめ九らよい力、ま九,
どの資料が重要であるかなど,多くのことを専門貞から学噛ξことができます。その 1'.各専1"1分野のレフブレンス.ライブ
ラリアンの援助と協力をうけることによって,貴匹.な研多部割剖を節減することができます。図占館員の職業恵識の向ヒと
,、11円的教育と訓練が,どれほど大学の數育と研先の助長允展に貢敞しうるかは,この道の先進殉のすぐれた見本をみれば
容易に理解できます。欧米では修 1ンj・だけてなく博けナも出す図書鯨大学院がその数を増してきましたが,この分野の学
/1ιは,高度の図書館技術上知識を修得するこ上が蔆求されています。まず,学膨で専門科目を、1"多し,大学卜元の裸程で図
書鯲学を,y攻するのですから,学究的なライプラリアンとしての尖力と懲頂哉を身にっけています。従来は図書館員とは1刈
書の管理人とみなされる傾向が強かっナこことは事尖ですが近代的なライプラリアンは,大学の研窕と教育に参画するいわ
ゆる峯毅1又的地位にあるとどえてよいでしょう。また,それだけの資桃を安゛Rされているわけです0

鷹火な量の川版物をどの大半でも噛人するわけにいかないでしょうから,鬨書館ごとに専門分甥'を分扣.して,各ノぐ学ご
とに資料の電点的収集を老えてはどうでしょう。アメリカで誕ノ1ル、たしましたいわゆる「フプーミントンフラン」によれ
ぱ,たとえぱ,ヨーロッバ,で出版された図書を網羅的に購人し,多くの人学図書館で亟複しないように,.、引"j分11]'別に11ι
中1内に収1峨する方法がとられています。どの大学でも,絶対必要とされる1刈書や雑i志が>1!、1あるわけですが,また一方,
ーつの大学図岩鮪ですべての資料を収1決することはイく"1能ですから,各大学1町書鯨で,り"]分野に従って,資料収ザ、の分業
をはからなければならない時代に到速しているといってもよいでしょう。そして,この火悦は,地域制と、リ門分野!.11の大
規模な訊織のもとで可能になしますしかも,大学削の相互協力体'削が樹立されることが先決問題でありますが,このよ
うな総介休制の硫辺.となりますと, 1本人の国民「小の欠点が暴露されてまいります。

ここで図書館の機械化の"目題を展望することにしましょう。ーつの例としてアメリカのマサチューセッツに科入リ: M
I T)では,補助図書館なるセンターを十ノ中け画で設」Υ.し,コンピューターのネットワークを確立して惜幟交煥と'!i般の
筈砧システムをっくっています。コンピューターの連入は悦在では,銀行や傑険会社でぱ吊識とされていますが,大悦牧
な大学凶書館でも図書館の機械化に立.ちおくれるようなことがあれば,将来1製書館の作業能亭が著しく低ドするおそオが
4{じるでしょう。それでは図書館の機械化はどのような血で実施されるかを考えてみます。

①粁しい資料の収集,逐次刊行物の曼け人れ,目鉄の作成と整理業務。偲)j成書管理,貸し川し業務,ル"書点検の記鉄,
リザーブ資料の筒理。(3)資料検索手段。④複写資料の作成と遠隔地にたいする恬帳の芯き。などが挙けられます。
1町ユ鮪のオートメ化といっても,小i見杖な図書館ではかえってJI.経済的であり,また力匿冬を低下させることになりま
すっまり,機械よりもノ、朋の方が能率的であることを立証しています。しかし規模が増人し,資料の数呈がある限界を
越えると,図書館のル質と奉仕而に大きな変化をもたらし,利用者側では求める資料の探索允見度が低下し,1司書館側で
は資料検索の手がかりを記憶することが困凱になります。そして次第に利用者と図書館員が遊帥して,図省鯨の貞の価値
を喪火することになるかもしれません。岡書館の収藏する資料は,大規模図書館では,人川1力による資料管理技術では到
底処理しえないところまで急増しています。人朋力による処理であれ,機械力による処理であれ,呪作では失に複雑な処
理方法や管理.方法が求められています。

利用者・から指適されて,ある資料が紛火していることをはじめて知ったり,貸し出し中であることがわかっ六りするこ
とがよくあります。そして,利用者の求める資料が館内に一時見当らないようなケースが屡々あります。資料の量が少な
い場・合は経験豊かな資料マンによって見当らない資料の所在が直ちに判明するでしょうが,資料の数量が増大すると,人
削力だけでは資料の管理運営を迅速適切に1」うことは不可能になります。ここで,、〔学的なコントロール.システムが塾

求されるわけで,資料管理 1二のフィードバックが常にわ'なわれていなけれぱなりません。人規校な人学図吉館がその価値
と利 H上を維持するナこめには,機械力を活用した方が怪済灼であります。もっともこれは長期的な展望によるものであり
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ますが,機械の導入によって図習館員は失業するかもしれないという考えは正当ではありません。それどころ力、ますま

す専門職としてのスペッシャリストの需要が'J一機械はあくまでノ寸糊の下僕として本仕するでありましょう。急、述な機

械化を妨筈する問題もありましょうが,これらのは本的問題点は次第に解決の糸ぐちを見出し,ひいては近い将来におい

て,人悦模な人学図書館は多くの業務にデーター・フロセシングの技術を導人せざるをえなくなります。関書館の現場で

Π常機械的な無味乾燥なルーティーンワークにたずさわ「ている1測当館員の bで,伐に人内杓な知的労働,すなわちイン

フゞメーシ,ン.スヘシ十りストないしはドキュメンタリストとしての専門知識と技能を允鳧したいと念願している人が

いか1・、多いことでしょう。世界的視野に立って,脱んは大学図誓館の転換期にあります。六学1劉書館の発展向ヒがすなわ

ち大学の前進に直結しています。一大学の価値はその大学の心臘部である図書鯨をみればわかります。占今来西の有名大

学の図書館を瞥見してみて下さい。我が同志社大学図書館も介やまがり鈎に立っているのではないでしょうか人と機械

と絲織の開題を一F1も早く改薔しなければなりません。そしてこのことは企同志社人の闇題です

( 昨年度の希望図書購入について

図占鯨では,学ノ1信名君の愛求特にどんな本をおいてほしいのかをしるために冬閲覧宇に投当筍と「希望.図害購入巾込

票」という用紙をおいています。小込は相町多数にのぼっていますが,まだしらない人もかなりいるようですから紹介を

かねて昨卸度の状況をおしらせします。

中込総数は,昨外〔・イ1司剖で都J900点です。そのうち購人したものは65%,580点ですが,品似1,絶版へ丁で入チ不川能なも

のが釣9%,すでに1笥書館にあるのに気ずかずに叩込んでいるのが約15%強ありますから,それらをさしひくと災際には

希望の90%は愛求に応じていることになります。又購入点数は580であっても一点で2冊以ト.からなるものがかなしあし

ますから,冊数は下数丙冊になります。小込の学部別内訳をみると文学部が全体の過半数で印%(54叶D をしめ,1モ倒

的に多い。そのため内容別でみても,人文村学が約60%,社厶科ツめ熔5%,理 P学・関係が5%上なっています。介午度は

文学泓以外の学π・:諸君や大学院牛の諸君も薇極的に希望図」}の小込をして下さい

(
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文献探索^二次文献の利用^⑨

国文学関係の文献目録について

今回は国文学関係の文献を紹介します。

非常に広い徒囲を合む為個々に区分されているものは名いて,できるだけ包括的・一般的なものとし,上として本館

所蔵のもので幅 U以後刊行されたものをとしあげました。個々のものにっいては下記文献を参考にして下さい。

臼〕書目・解題

目集覧 2冊禿氏祐祥編

東海書房昭和 3 ~ 6年(旧015.1; T 3
1二巻は「寛文書籍目録」(寛文9年頃1削板,同10年・増

修例板).「元禄書籍目録」(元禄5イ〒開板)を,下を
は「享保籍昌録」(享保14午開板)・「宝暦書籍目録」
(宝暦4年開板)・「明和誓籍目録」(明R19年開板)
をそれぞれ翻刻所収。

2.国文学目集覧坦内松三・で利昌jい"
明徳唯昭和 5 (旧016.81; K 3)
前和:岡文学の方法大系後編:岡文学省目条覧に分
れ,後邪に於て奈良時代~従UIMミ朔間の書目について文

学史的に解恐。巻太に岡文学に関する叢書F躍卜岡文学
史皇目.年表・"ぎ一覧・書名索引等を付す。

3.日本文学書目解説 9冊合本(岩波滿座日本文学)
ギ1夜仟 7~8 旧016.81;03)
大和時弌 1・.・下、r安時代 1二・下鎌倉時代 1二・、F
室町時代 1・.方.カ.ノ・田寺代ト,下に時代区分して主要獣
目をリ1!ハιし,参苦÷をあげている索引がない為,検索
はしにくい。

4.日本文学書誌石山徹部松

大倉広文堂昭和9 (図書館なし風文研)

5.国文学史佐藤良二佐藤一三共・編
厚a(閣昭和 9 (旧016.81; S)
大和時代より室町時代までの主要なぎ目について通誌
(成立.)本文(諸本)研究(註釈)に分け鯛説。
索引はない。

6.日本文学講座第17巻年表・書誌編
改造社昭和10 (旧810.8; K 16)
1・.代~明治大止時代文学書誌ならびに1剣語学吉目鮒
匙,・1本文学4下表書誌は書名を掲出して解説。

フ.本朝誓籍目録考証和出英松

明治書院昭和11(旧015.1;W) 1リ杓.145 影印本
q卯25.1;W)

8.明治文学目,村'k文庫村1.浜・古

1燿和12 (旧016.81;M3)

村ヒ文庫蒐集所藏約3万冊の書目。

9.明治文学研究文献総覧岡野他家火
t;1」jbj 昭和19 (旧田 6.81; 0-2 )
明治文学研究の埀安文献を類別し,主要文献に解題を
付す。

10.図書寮典籍解題文学編・続文学編宮内省書陵部細
養徳社昭和25~26 (新029.3;K-2)

宮内庁書陵部(旧図誓寮)が,図書展示会に川陳した

斥1文学関係図書の鄭n題書目録である。弟一部は勅撰不11歌

集,歌学歌論,私家梁,物語・,源氏物誹,,[晤己紀行,年

中行事,第二部は万菜集,私撰歌集,歌今,古今伝叉,

連歌。各項目毎に1・念説および細目についてのj竹題,巻ボ

に50音順排列の索引がある。

11.日本文学講座第8巻

河出書房昭和26 (旧810.8; N 9

口本文学研究法, U本文学研究文獻解ILI,口本文学年

表に分れ,研究文獻は・般および時代別に干奥な文献を

あげて解説。

12.文学・哲学・史学・文献目録 1日本文学編

H本学術会議編昭和27(新028;N)

昭和20年9打から25年12月迄に発表された文献を網羅

的に収録巻太に*項索引,人六索引がある。

13 国文学国語文献解説一奈良時代~徳川末期一

モ利昌編有朋堂昭羽128 (1U016.81;M 5)

②の後編「国文学書目集覧」を独上刊行したもの。

14.国語国文学論文総目録一昭和20年8月~28年7月一

斉篠清衛編丕文堂昭和29 (1M016.81; S 3)

昭和20年8月151三はり,28モ1Ξ7月31日迄にグ§衷,刊1」

された公表論文の題自を類別し九もので,単打本は土愛

と思われるものを収録。附録に「論文表題糊目衷と「採

す示雑誌一覧」がある。

15.日本文学研究法斉縢清衛

河什,書房昭和31 (旧817.フ; S)

近代以前の文学についての研究法を土眼に"かれたも

ので,総頁数の約半分の 150頁が土要作吊●参考文献目

録となうている。

16.日本文学研究入門麻竺磯次守随憲治編

東京大学出版会鵬和31(旧810.フ;A)

各時代毎に代表的な觜作や論文をあげながら従来の研

究成宋を展望したもの。冬項何にくわしい参考文献があ

る。

17.国文学研究書目解題麻峡磯次編

至文堂昭和32 (旧016.81;A)

ヒ代より明治迄の日本文学に関する研究書都立000点に

ついて解題。一般,上代,中古,中世,近世,近代の順

に大別し,各項を更にジャンルによって分類排列してい

る。

18.国史文献解説正続遠藤元男下村盲士男編

朝倉書店昭和32~40 (新028.21;E)

「びぶりおてか」 NO.4参照



19.国語国文学研究史大成全国大学国語円文学会研先史

人成1、1集委員会昭IU34-(新910.フ;K)

佃々の作吊,,当項,作家等について研究史の概説をあ

げると共に,1ι要な研究文献は原文を掲げて解説し,原

文を掲げない文献をも広く目録し鮒悦。年表,索引をイ、」
す

20.国文学国語学論文目録附単行'那一覧岡語研究;舗集

部痢,1 白楊社岡和34(図譜館なし)

21.日本文学研究必携古典篇

岩波全轡 1円和34 (旧810.2; N 2)

'上項,雑,ι;1,1:,し、各項目何に参考文献を列挙。人名, L-1 LI,
允け所索引がある。入門誓誌。

22.群解題第1-22巻(3卯ID

群,耳類従完成公昭和36-42 (祈025.1; G
「びぷりおてか」 NO.7久照

23. Japanese l'iter8ture in European E8ngU丑ge8;
a bibliography.

Japan p.E.N、 club.1961.斯028.91; N 2

H本文学の英1沢されたものの詳しいりスト X村刎,

作1',別索引がついている。

24.国語国文学研究文献目録牙U六人学1」'捌1、1又学公iu

昭和38-(年〒D 厶§文堂(斬028.81;K

毎ぢ過去一年剛の国語学・国文学研先文獣の目"とし

て編纂され,昭和38年度以峰については最も充弐してい

る雑誌紀堕,兪文目1呆・単行本解説の二部より成り,途
太に箸者索引。

25.国総目録 1 1'}波昭和38-(新025.1;K)

「びぷりおてか」 NO.7参照

26.近代文学論文必携岩城之徳等粛,}

学灯社昭和38 (1日810.フ; D

299~310頁に「近代文学誌案内」があり,文駄検索

の手引きとして使利である。

27.日本文学研突入門新版成獺止11券 11」占貞次制,}

宋京大学出版会昭和40(910;NaM 斯町統習室本

館再整理中)

研究の現段階を觧説したものであるが, Uずと作晶白

休の肝説的記述をも含む。各項に参考文献。

28.古典文学研究必携市古貞次編

学灯社昭不1」42 斬910.3;K)

「国文学解釈と教材の研究」 9巻8りを訂止増袖のし

刊わされたもので,附録に「古典文学誌案内」「国文

学関係雑誌・紀要案内」(同10を8 り・に収載)がある。

29.文科系文献目録 21日本文学篇

日本学術会議第一部細昭和45 (新028;N2)

12に続くもので,昭和264下から29"迄の単行',籬1志
倫文を収録。

30.国史大系書目解題上溢板本太郎黒坂鳳夫編

占川弘文館昭和46(入荷中)

「国史大系」 UH910.8;K 2)に収赦された57召目に

ついての詳しい創題,それぞれの鮓題の後に参名文献の

リストがある。 1'.をは「日本吉'記」以下27轡邑

31.現代日本文芸総覧小出仞進全3巻

悦イ12と三まで明治文献昭利44-(新028.91;0)

文上、・恐想鬨係の数多くの耕誌の中から,上として大

止.1唱和捌(2011ι迄)の最も埀燮と"恐オれフ雑誌;納40"

を逃んで細倒を痢品力解題をイ、」'したもの

をボに人名・資料索引

(

〔2〕索引

32.国語国文研究雑誌索引京都帝国火学圃文学会編

星野習店鵬和 8 (新P910.1;K 4)

雑誌「国語・国文」錦'3巻岫時増刊で川1治以来昭利3

司」迄の論文索引で,約400郁の雑誌からW文ツ4代1順,

田語学,伝説,有職故尖,歌獅音曲,文学地卯,杣祇釈

教,文芸,占史,射r亭の川ih井こ排列さ1 ている。准ボに

昭和4~6郁の3力年分を補足。

33.雑誌記事索引人文・社公編

国立国会図井鯲」刊(新P027;Z)

34.日本古典文学大系総索引別を 1 ~2

岩波昭刊39 (斯918;N)

35.国語と国文学一分類総目録一染京人学岡需1Ⅱ文γ

会刊"1 至文堂 1祝不1140 (斯P910,1;K 2 )

紕誌「国語と国文学」創刊ワより第500リに掲枝され
た倫文,.11評,細介を内容に従って分類・挑列し,特輯
・牙北並びに払筆岩索Ⅲを添えたもの

36.「国語国文の研究」(1り・~49り・)

「国語国文」(1、り~38小J)

総目録・索引京都人学1晒文学公臨川、^・店昭和41

(新P910.1;K 5)

37.新版日本書索引広瀬敏

名茗刊行会昭和44 (新027.4;fD

文1獣がどの叢書に収められているかを検索するもの。

(3〕辞典・便覧・年鑑・年表
38.国文学研究辞典鷲見夷・久

明冶書院昭和36(旧810.2;W)

上代より近代迄のΠ本文学を詩歌,散文,淡劇,匹1
歴史,叢書目鉄に分け鮒説。普及版に「国文学の六」1「コ,

法全誓」がある。

39.増補改訂日本文学大辞典縢村竹.編
薪潮社昭和42 (新910.3; N-1a)

口本文学全般にわたる基水図古

40.国文学便志田可式゜V

至文堂昭和35 1 810.2; S 2)

文献編,'"項1157項.こ整「E して11」広く収録

41.国語国文学年鑑久松潜一剤"1 3畍

消文社昭和14~18 11_1810.5;K)
昭和13~15卸・"」に出版された研先占の鮓溌

42.文芸年鑑口本文二家協会編

斯潮社昭和6- q的10.5;B)

文芸各部門の記録の外, K郡文献目録1_1本文学の外圈
'a〒.11オ^".ど"rr 々

43.改訂新版日本文学史錦6せ総,発1に表久松潜一編

全文堂昭和39 (新910.3;N-1田

井'常に詳細な年表,索引によって圷表中の'11:項・人裟
を検出出来るので使利。

44.定本限定版現代日本文学全集別巻3月報合本

筑寧書房昭和42 (新918.6; G 2)

作家別研窕文献目銀として,現在披も広鞄囲で詳細な
もの。

その他,雑誌要目を捌べるには「国語と国文学」(新P
910.1;K2月〒D に,学界展望は「国文学解釈と鑑」
P910.1;K3月刊)士要雑誌紀要論文は「国文学
解釈と數材の研究」(斬P910.1;K ナΠめに,各大学学
ム紀女掲載,兪文愛・旨については「季刊文学語学」(新P81
0.1;B にそれぞれ継紗舒織拔されています。



同志社大学図書館の,,史 (その5)

斬図書館の建設

1912(乢台45=大止じ) 45河,従来の伺志社山:円学校および柳学校は

専門学校令による'同志社人学、と改称,はじめて'同志社人学、が誕生

することとなり,その結果やかをえず,図占館(悦在の有終館)の企部を

政治経済部の教、{に転用すブこととなたそして所1剣到ざはー,.つに分

けられ,政治経済部関係の 1瀏"'はIJぎ館の 31■に,紳学邪関係の N1当は

神1鮪現作のクラーク記念餅D の下4に,それ以外の・般の図書は理化

学鮪1共西側の二つの部屋にそれぞれ移されたのであるこれは,や力を

えない臨時の処牲であって,前1四にも述べたが同志社のψ局省は図書の枇

き場所のみではなく,胱井の設僻,すなわち閲覧牢についてもその不完企

なことを遺憾としていたのであって「チ戈人学斗」円の中心なる"1き関青鮪'町

築の*:は吾・人の速かに才i手せざる川からざる所なりとす」(人止.2 什・同志

社年度報告)と老えて,新図ぎ館の計画を急迷に呉休化させるため理亊公

は1914 (大正3)イドフナ」,新図当館建設のことを正式に決定するとともに
_ヒ 郎浅湯

湯浅治郎(永年,同志社理事としてその禿展に主として財政而で尽力し

た),西尾十太郎(、F!女教会牧師で目本組合教公の重鎮),ロンバード(Frank A. Lombard:同志社在勃宣教師で4分

の1 世紀にわたり英文学を誥じて後進の育成に努めた,湯浅古郎(京都府立1劃当館長,同志社凶書館顧問)の4氏を図

"館建築委員に任命して恕築'訂叫の立案に「たらせたこれら委員のうち湯浅吉郎は1885 明治18)邱,最初の正式の同

辻才士神学校卒業生で,卒業後渡米,オベりン・エール両大学に留学し,111約と古代語を'非攻,婦切して同志社の教壇に立

ち,同志社を辞してー・1埒は平女敏会牧師となったこともある神学者で,また'半月'の→て知られる新休詩の作者として

も著名である。しかし,京都大学付属図害館の草創期にその整備に関与し,1902 列治35年には再度渡米してシカゴ大

学の図当鮪学校などで佳1青館学を学び,翌1903(明治36)年帰朝,京都符立図省館長に就任し,また明治末年からは兼ね

て同志社図書館の委員長として,その近代化に尽力していた図書館の専門家でもあったのである

この凶書館建築委員会は早迷,'邪1の洋式図当鎚建築として茗名な南焚文庫(円02=明治35年新築)大橘図当館(伺

,大阪府立図書館(1903=明治36年新築)などの様式,描造を凋査研究して新1割"館建築計'画を検討の結米, 1914

(人止3)年●岡には成案を作製して理半:会に答中しナここれに湛づいて同年・12月理.事会は第 1期の建築費を12,000円と

し,東寮の南に書庫40坪を新築することとし,その内部に仮の閲覧室など図書館として必安な施設を設けることを条件に

建築一翊を図書館建築委員会に一仟することを決定したそこで,翌1915 (大正4)卸・2ナ120H'U',丁度7 力村後の同

年9打, F1も同じ20日に竣 1:したこれがすなわち現在'旧当庫'と通称されている図青館本館の北に接続した建物であ

る

47.18坪(滞Ⅱ56が)鉄骨煉瓦造り 4 階建てで,設計はヴゞーリス(wiⅡiam Merle vories:'占教師として近臼:八幡に在

勤の建築技師で,近江兄弟社の創立者,のち帰化して日本kを一柳米来留と称した。なお Doshisha c0Ⅱege S伽g の作

詞者でもあるによるものであるが,錦二期工亊として本館舎の建築を予定し,それまでの制,一時的にもせよ閲覧室な

どを設けることが必須条件であったために書庫建築としては特異なものとならざるを得なかったそして,竣TI0日後,

すなわち1915 (大正4)年10月1日には開館式を挙1ゴしたのである。その内部は凍側約 3分の 1 を沓庫とし,11若には新聞

雑誌を,2階には神学部と政治経済部および英文科の図書を,3階には一般図占を,4階には和裴・唐装の図青を収め九。

これら蔵書はさきに各所に分置されていたものを引き取ったもので,当時の蔵書総数は約35,000冊と記1'されている。審

庫の部分を除いては 11皆を新聞雑誌閲覧室,モ仟宅および受付室とし,2階を大学研究室杓40席の研究読書室)に,3

階を紗冉2席の普通閲覧室と事務室仁あて,4階は中央部は3階と吹き抜けで西側に小部屋を没けて,小会介室として蛤時

のものながら一応図書館としての諸施設を整え九のである



実例を中心とした

資料の探し

1叉陪1沈のカウンターにはイUIF1のように,カード目録のひき方が分らないと力、「キネマ旬報」の既刊号(バック・ナン

バー)は揃ってぃるかなどというような質形」から,サン.テグジュぺり Antoine de saint-EXUP合y の、1e pet辻

Prince"の出版社と"版年を凋べたいという調査を必要とする質問まで種々の質闇が霸'せられています。図書館ではこう

した利ノ{1者の求める資料を1町占館員が艸介して提供する業務をレフブレンス・サービスと呼んでいます。

介川から1司当鯨への数多くの質'1剖の゛から,そのいくつかを紹介しつつ,あオせて,同答に必纂とした資料の細介をし

ていキたいど'い己す不明]者の仟さんが必憂な資料を見つける場介の参考にしていただければ非いです

えがき

1.カード目」呆(X者目1朶)から次のことも探せます。

問マルクスの資本楡の入円轡にはどんなものがありま

゛、ナ、

答 X者目録でMarx, Kar1 のところを調べるとケ)りま

す。次の4点があります。

述1、Ⅱ舌二郎「新訂図鮓資本論」(@331.6;M-フ)

宮川突「貸本楡為義全5冊」(@331.6;M-6)

火島清「ri本舖への池」(@331.6;M-19)

了野払1哉「質本倫入1"Ⅱ(圃331.6;M-21)

湫ム'についてごかれたものを院みたいのですが,ど

んな本があるでしょう力、

新分劫の軸'ネ;目銀だけで17点あります。この他にⅢ

分類にも沢1」1あります拘分で詔べてみて下さい。

問

(
1の2つの例でわかるように, X者自鉄ではその人の老

f1はもちろんですがそれ以外に,そのノ、について習かれ
. ... . .

九もの^伝記,作家研究,作品研究鷄、司1'ぺられるよう

になっています。即ち,カントのところには,カントの子1

",と,他の人が書い九カントに関する研究の1阿方が出てき

ます。フU刈を次に示しておきます。

イマヌエル.カント筈「j酋1点哲学j原諭」

イマヌエル・カント茗「カント全!1ミ」

ノ辻,貞祐茗「カント哲1の粘神」

ポロウスキー哲「カソトその人と生涯」

岩崎武緋著「カント『純粋理性批半U の研窕」

答 Bainton, Roland H.1;' rchristian A杜itudes

toward_、var and peace」の止しいj心訳は「岐自'ト,

十・和,キリスト者」で中村四)f翻ふ!,斯教川版社よ

り出版されています。

1上版年鑑及び全F1本出版物総目鉄を凋べましたが,

後者の昭和33年版(P .304)によりますと, Keizo,

S.は沙ごIN攷三と'思われますなお,上記図書は辻

鮎に所腹しており,モ1求。己 J 才 9171K13 第 51t

です。

問

問 Niebuhr, Reinhold の Moral Man and lm-moral

Society の邦訳が11召和35年にN,1ているが,その川版

社と訳者を知りたい。(教員)

1958年旺文社より出版された岡当で"Japanese LⅡe

and culture in the Meiji Era"の苫者が Keizo,

S.となってぃるが誰れのことでしょう力、(職員)

1961卸.版「川版圷鑑」によると「世界大'思想企集」

第 2 期30を(@080;S部.2:3)に収められており,

高木誠,武田消十の訳で道徳的人朋と非道1点的社

会'という表題で河ル,書房斬社より川版されていま

す。

このような図占についての質問は,カウンターでも利用

者からよく聞かれるものです。図書館に所'Xしている資料

は,備付けの力ード目録を調べれば出版社,山版年などは

分かるわけですが,所蔵していないものについては,やは

り別の抱括的な資料を調べなければなりません。次にあげ

るものはその最も代表的なものですので簡単に説明してお

きます。

7

見九い厶の冉b.かはっきりしないとか,著者川版社が

カ>らないとき。

ヨベイントン片の「キリスト者の;似今1・と平和に対する

態皮」の止硫な邦J'タイトルを知りたい(商学都

2 仟・)

ま

答

答

答



戦後国内で出版されたものを調べるには「全国出版物総

目録」(飢025.1; Z)があり,昭和23年より国立国会図書

館が法に基づいて作成してぃるもので,現在では毎年同館

に収められる新刊書と国内刊行物を極力調査して収録して

います。

この「全国出版物総目録」の速綴として「納本週報」が

あり,国会図書館に収められた国内の出版物の網羅的な週

刊速報です。特に官公庁の新刊書を速く広く知るのに役立

ちます。

「出版年鑑」(圃025.1;N)は毎午の新刊,重版の市販

図書と雑誌の目録を主としてまとめた年鑑で,「企国出版

物総目録」の刊行がおくれるので,毎年前仟・の市販出版物

を通覧するのに名要です。

この年鑑にのる新刊書のみを旬刊で速報するものに「出

版ニュース」があり,斬刊書を日本十進分類法で分類し,

著者,書名,蜆格,ヘージ数,定価,発行所を記している

ものです。

戦前のものを凋べる場合には仏統ある大図吉館の目録を

見るのもーつの方法です。明冶以前のものを凋べる場合に

は岩波宅舌科'「国書総目録」(圃025.おK 続刊力が

適当です

編と科学技術編とがあります。ま九著者から索引出来る年
問著者名索引が1965年から別冊として出版されているので

特定の著者の雑誌論文を凋べるときには便利です。このよ

うな記事索引には主題を限定した専門別索引誌(たとえぱ

「邦文法律雑誌記事索引」,「経済学文献季報」など)が

あります。

3.雑誌の記事をmιべたいとき。

問 1968年4児以降の雑誌円せ界」および「朝凹ジ十一

ナル」に掲幟された西村秀夫の東大紛争についての

論文,もしくは座談会記半を見九いので'ιべてほし

い。(経済学部4年)

答「世界」における西村秀犬の論文はΠⅡ界」1968郁

9河弓に'東大紛争の意味'が見られ,「朝日ジャ

ーナル」 1968年4月28日琴に、焦燥と不安を越え

て'という論文が見られます。

問作田啓一著「恥の文化再考」が雑誌「思想の科学」

に掲叔されていたと思うが何号にあたるのか。

(職員)

答「恩想の科学」第25弓'(1964)に掲祓されています

問高坂正尭著「海洋国家と日本の拙想」は雑誌「中央

公論」の第何り・に掲っている力、(法学部4年)

「中央公綸」第79を9 牙(P48-8のに掲載されて答

います。

4.外国文学の邦訳を探したいとき。

問アナトール.フランスの短篇'アベイユ姫、の邦訓

を見ナこい。(文学剖捻仟・)

「明治・大正・昭和翻訳文学目釘U によると、アベ答

イユ姫、の邦訳は市原豊太訳「アナトール・フラン

ス短篇小説全集」昭和25郁白水社(@836;F2-フ)

の第1巻に収められています

問 T. S.エリオット著「"tの殺人」の邦ゴ{はありま

す力、(文学部4邱)

「明治・大正・昭和邦訳アメリカ文学書目」(新02

8.93;F)によりますと新潮社版「現代世界文学全

集」第26遂T.S.エリオット篇に収められているこ

とがわかります。

問

」藷巳の質問のように雑誌の記留を闘べたい場合,特定の

雑誌に我うているのがはっきりしているならその雑誌の総

目次を見ればよい訳です。図書館では利用度の高い雑誌に

ついてはカウンターに総目次を揃えていますので利用して

下さい。

また本誌でも毎度のように説明されている雑誌記当の総

合索引として我が国唯一の国立園会図書館編「雑誌記事索

引」(@027;Z)があります。

これは国内で出版している学術雑誌を中心とした和雑誌

に掲載されている論文記事の月刊索引誌です。人文・社会

Thomas Hardy "The woodlanders"の作品1ゾ1・窕

のために昭和15年河小書房版「新世界文学企リ"錦

10巻織田正信庁側こ住む人々」を探しています

別にこれでなくても同作鼎.のポ本であれぱよい。

(文学部 3年)

国立国会図書館編の「明治・大正・1Ⅲ和翻訳文学目

録」によると日本で"The woodlanders"が翻訳さ

れているのは「新世界文¥全集」第10'に収録され

ているものだけです。なお新しく出版された全梁な

どの中にも見当りません。

外国文学の邦訳を探すにはし記の1回答で小している「明

治.大正・昭和翻訳文学目録」「1明治・人止・Ⅲ爪け牧」{ア

メリカ文学書目」がその代表的なものです。

困立国会図書館編「明治・大正・昭和翻訳文学目録」19

59 は明治允年から昭和30仟までに邦訳刊行された欧米文

学作品の目鉄で,これには中岡や゛剛嫌のものは全くはぷか

れています

福田なおみ編「明治・大正・昭和邦訳アメリカ文学目」

1968 は明治初年から昭和42年末までの100郁リ」のアメリ

力文学の羽殉{,小説,戯曲,詩,評楡,口記および〔占典

的な)児敬図,〒,大衆向きの探偵小説を漏れなく収録して

います。

これらの目録刊行後の邦訟文学を探す場合には文芸年

鑑」日本文1・家協会編(飼910.5;B)の'おもな外岡文

学本邦初訳本りスト'を参考にして下さい。ま六.本文ツ

で外国語に訳され九ものを調べるときには, rJaP丑n卵e

三ite堂ature in EU型Opean l'anguage8_1日本へンクラフ

編 1961 があります。
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瀬古六郎博士の蔵書寄贈について

11召和46郁4門 10,同志社女子大学教授中漸古和氏より,故中瀬古六郎氏(中瀬古和氏の厳父)の蔵当(図禽約

2,600探雑誌#川,700ⅢD の寄贈を叉け九。寄贈1岡省のうち上なものは下記の通りである0

(

図書の部

和

王充

沖縄誌

十八史略備考

本草綱目

唐詩選本

生理発蒙

舎密開発

本朝軍器考

列仙全伝

淮南鴻烈解

岩波講座物理及化学

生命の科学

爾雅註疏

大和木草

^三平 i問

民国野史

大日本文明協会刊行

史

方枢機

華夷通商考

布告全

国名医伝^

新撰姓氏録

文中子

新増日本年代記大成

(

大日本歴史集成

東洋歴史集成

支那人名辞典

化学構造と生理作用

医範提綱

内科撰要

扶氏済験'訓

寒論輯義

四書集註

西洋紀聞

気海観潤広義

周易参同契註

生理学研究

物理化学の進歩

武田化学月報

密舎

我等の化学

国民衛生

東京化学会誌日本化学会誌

日本学術協会報告

新講大日本史

抱朴子内外篇

満 講座

日本文化史

近世日本国民史

婦女鑑

幼学網要

漢籍国字解全

新撰大人名辞典

春秋左氏伝校本 5刻

Handbuch der ot宮a駿i邑Chen
Chemie.

The century dictionary and

Cyclopedia.

Select noteg on the

internation811e8eon8.

C11emical society.

The encyclopaedia Btitannica,
11ed.

Encyclopaedi急 BTit丑nnica,19ed.

Goethe呂柄7erke.

舛来語研究

The journal of bi010宮ical

Chemi8try.

The journal of t11e Americ

Chemical society.

IndU8trial and engineerin宮

Chemi8try.

Br託i8h chemiC81 8bgtract8.

The John8 亘Opking

alumni m8宮azine.

The outlook.

Memoit8 0f the c011ege of
月Clence

ISIS.

Intern丑tional concialiation.

B1111etin of Yale unive玲ity.

The Atlantic monthly.

Nature.

The nationa1 宮eographic

magezlne.

Journ81 0f chemical educatio

Chemical abgttact8.

American chemical journal.

Berichte der Deut8Chen

Chemi邑Che難 Ge8e118Chaft.

T11e mid、pacific.

Journ81 0f the chemical societ丁.

雑誌の音

薬
論

本
化
物
薬

化

己邑員

、
」

編
学
略

新
小
史

、」ノ

物
理
八

博
物
十

鑑
蒙
誌
誌

食
訓
全

朝
学
理



ヒック

坂本竜馬の「藩論」

. アップ

同志社の文庫にあった坂本竜馬作と伝えられる貴重な文献「藩論」が,原本通り住谷

・篠部奨学金出版会によって昭和44年5月に複製(百部限定)された。

明治紀元十二月弐百部限滅版と記されている原本は住谷捻長が昭和15.6年頃,四国

の松山の夜店で発見され,現在,日本で九ったーつのものであろうといわれている。

藩論はとりもなおさず藩政の改革論であり,彼の「船中八策」(五箇条の御誓文の原

雪りとともに,百年前,彼が維新の志土というより,革新論者あるいは民主主義者とし

ての彼の憲政想想が,これらを軸として展開されていることがうかがえる。
しよらいん

さて,本書の内容は小引(はしがき)と一斯の総論と某藩臣その主への建白の抄書,

それに始めて変革の某を開ぐの四章からなっている。昭和4年1月12・19日「タ刊京

都」のサンデー淡話室棚で,竜馬研究者として有名な川本直水氏(京都高知県人会々,
ト

長)がそれぞれ漢文凋のむつかしい文「を意訳紹介され九。要点を拾ってみると,

小引では維新の大業はすでに完成した,次は藩の統治が大切だ,一新の総論では藩政 、

改革の総論を述べ,痛烈な藩政批判^即ち百年前に民主主義改革論でもって思い切っ

貮 ,、、
九刷新を図るべきだとし,某藩臣その主へ建白の抄書では世襲制度ほう壊せん,と一大 ""

,変革に心拙えをうったえている。そして四つ目の始めて変革の基を開く,では家恪世禄 )

ご破算,佃人の能力で貴殘を分つべしと万民〒等の旗じるしをかかげている。

その後,京都新聞夕刊紙上で、複刻のねらいは「行動派の志士'として知られている竜 、

馬が,一面では偉大な思想家であったことを広く世間に再認識してもらうため」で日本 ゛,

ー.^

近代史の源流が本書に求められるところから,この出版は学会でも高く評価されている

、とその意轟の深かったことを載せている。

因みに,この原本そっくりの「藩論」は和紙,和とじ,カスレまでそのままで,表紙の文字の藍色も原本通りとした苦

心の作,その複製「藩綸」のあとに住谷先ι1めゞ,とくに、坂本竜馬と藩論について、と題し,趣意ならびに解説が添えて

ある。

あとがき

T

"びぷりおてか"第9号をここにお届けいたします。

今回から,新らしい企画としてレファレンス関係をシリーズ的に掲載していくこととしました。資料探索の参考になれ

ぱ幸いです。学生諸君の希望図書購入についての紹介をかねて昨年・度の状況を概括的にまとめました。積極的な1,11し込み

を望みます。

同志社女子大学教授中瀬古和氏より故中瀬古六郎博士の貴重な蔵書を多数御寄贈いただき衷心より郷礼卵し上げます

1
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